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最終頁に続く

64)【発明の名称】遭路の横断路面構造

(57)【特許請求の範囲】

【請求項 1】

車両の通行する一車線単位である単位道路の内側に対 して外側が高 くなるように 10° 程

度に傾斜 した傾斜面になっているカーブ箇所における横断路面構造であって、該カーブ箇

所の横断面を、カーブ内側の傾斜をカーブ外側の傾斜よ り十分に大きくなるようにして、

該カーブ箇所を走行する車両のカーブ内側の車輪に加わる内側向きの負荷が外側の車輪に

加わる内側向きの負荷よ り大きくなるように前 Ii己傾斜面か ら該 )キ1位 道路の横方向中央を頂

部 とする単一の山形に膨 らんだ凸曲線形状 とし、運転者がハ ン ドル操作を しな くても、自

動的に車両がカーブ曲率に合わせた方向に曲がることができるようにしたことを特徴 とす

る道路の横断路面構造。

【請求項 2】

前記カーブ筒所の前後に繋がる直線部分の該カーブ箇所に至る所定範レ1に て、

該カーブ箇所の山形に円滑に繋がるように徐々に膨出 した経過路面を設けたこ

する前記請求項 1に 記載の道路の横断路面構造。

【請求項 3】

前記道路の舗装が、排水性の舗装であることを特徴 とする前記請求項 1又 は 2

路の横断路前i構造。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】
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